














党えさせよ」の筆者「黄石)\'!l Jは、本名言者知母 (1900~45) で堺東出身。公学校卒業後、 1920年
代から政治運動に参加。共産党系の『伍人事長jなどで、郷土文学を提唱した。
これら三点の文章からは、プロレタリア文学理論の影響を受け、台湾社会の変革のために台湾
民衆に基盤を鼠いた革命文学の笑現への願望が読みとれる。
なお、 il宣言jの一部については、既に f台湾新文学逮動の展開jとf台湾新文学運動の40年.1
に訳文があるo
r允綾部隊jテキストは、東方文化設局(台湾)復刻本{五十穏期刊台湾新文学雑誌慾刊④j
で、一部は緑蔭設房 f日本統治期台湾文学文芸評論集第I巻J2001年 4f:lに収められている。
訳者及び校正者は、 i商問を徐きいずれも佐賀大学大学院教育学研究科大学院生である。
2006.10.31 (鴻田義和)
参照文献
『台湾新文学運動の展開ji可原功著、研文出版、 1997生存11月
『台湾文学史j主主石淡善寺、中島利郎、 j翠弁待之訳、研文出版、 2000年11月
f台湾新文学運動の40年j彰瑞金者、中島利郎、深井徳之訳、 E定方霊祭j吉、 2005年3f:l
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文化にはそれを貫くリズムがある。その文化が緊張したり、緩慢になったり、停滞したりと
いったリズムである。文化のリズムの停滞とは、動乱によって時代の祭気が消沈し、ひそかに荒
淫綴廃の荻認が台頭するにしたがって、生渡部の積緩的な活動が麻煉し、因習的で、技巧的で、
逃避的で、遊戯的な風潮が、;役会現象の全盛iに広がることにほかならない。
しかし、文化のリズムは永遠に停滞してはいられない。荒淫類廃の空気の一方的な鉱大が、
人々に不満を感じさせ、批評窓識を目覚めさせ、改造の爆弾を投げさせる事態になるのは避けら
れない。
だが、民衆の改革怒識を誘発し、社会改造に拍車をかけ、文化のリズムを生き生きと復活させ
得るのは、常に文芸のカだけである。ルネサンス期の何人かの先党者、またはルネサンス期以降
のfJレソー jやfイプセンjのように、文芸がお:会改造、俄人改造の契機となるのは明らかであ
る。また彼らだけでなく、野にある人々の中にも、放弁よりもはるかに強大な文芸のカを持つ革ま
がいるはずである。
芸術の発生は生活からの刺激とその盤理・分析によるもので、間人の椴つぶし、生活の余興で
はない。ここから、文芸と生活の関係がどのようなものであるのかが分かる。特に社会生活や個
人生活が間議状況に陥ったときに、文芸の役都は一展望まれる。それは文芸のみが時代、社会の
一歩先を歩み、これからの新世界と新生活をi@:発することが出米るからである。
我らが台湾は、全ての分野ですでに限界に来ている。政治生活であれ、経済生活であれ、社会
生活であれ、倒人生活であれ、改造を求める!呼び声は織f.!を緩めている。また問符に、哀愁でカ
に満ちた、改造の先駆となり推進カとなる文芸の出現も期待され続けてきた。
しかし、不幸なことに、台湾新文今は今日に奈つでも、荒涼として荊糠さえ生い茂っている状
況である。それは我々の文学が将代的水準に透しているか、人民の渇仰に応えているか、という
こととは別次元の問題である。
むろん、いくらかの草花や樹木や穀物が全くないかと言えばそうではない。しかし、前途はま
だ遠く、単調な人生の識和のためには、 E草臥れた旅人の休息のためには、空淡な生活の充笑のた
めには、「ー丈までにまだ九尺J、わずか一歩を踏み出したにすぎないのだ!一一これでは設でも
思わず溜怠をついて悲しくなることであろう。しかし、このような事態に奈ったのは、我々の文
学園が不毛な地で、文学を発生する紫雲まがなかったわけではなく、熱心な耕作人がいなくて、機
関にさせたわけでもない。ほかのいろいろな原因によるものである。例えば、散滋な自然発生期
の行動は、原国のひとつと震わざるを得ないであろう。だから、努力を重ねながら、結果的にい
ろいろな荊練で主主怠してしまったことは仕方ないにしても、どうにか文学殴で実ることが出米
たものについても、それを生かす遂に見当がつかないばかりか、多くは倒人の世界に閉じこも
り、その哀の価値に無自覚である。まして「精神の総Jとしての収穫や、時代の渇裂を満たすこ
となど期待できょうか!
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散滋から集約へ、自然発生期の行動から本務約建設への一歩の前進は、必然的な進化の過穏の
はずであり、問符に台潟新文学が突き当たっている鐙が、我々に示した転向への示唆である。
設々のこのような行動だけが、新しい爾期的発援の到来を約束するものであり、台湾新文学運
動の実際化を期待させるものだと思う。
我々はすでに出発した。 i野:碍が多いからこそ、心の内なる炎と信念とを消してはならない。
我々は「先綾部隊jの精神と使命によって自らを励まし、包的地を目指して勇ましく突き進む。
前進して既成の歯地の外に更なる園地を拡大し、それとともに既成の劉地の荊練を取り除くこ
とに務めることで、台湾新文学の全図的で健全な発途と繁栄を望み、進んで時代の婆求に応じ
て、これからのあらゆる生活分野の先駆と推進カになることを強く願っている。
我々の蕊はこうであるが、部隊の絞奨と無カとを感じざるを得ない。期待に応えうるだけの活
動ができるか、主主々の為すべきことが決して容易でないことは疑いようがない。
しかし、我々は知っている。我々の知らない位界に、たくさんの隠遁者、先駆者、待機者、志
援者がいることを。放に、我々の出発はこぬか雨のように細々としたものだが、いずれはーっと
なり、必ずや大海となるであろう。だから、今臼的状況を打破するために我々は、いつまでも鎗
織の斧を振るっているわけにはいかないのであり、日の当たらない場所で、主主、やかなわずかばか
りの芦を上げているだけでもいけないのだ!
訳・事事 純愛
校正・椛島秀樹
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巻顕言
台湾新文学の前途
台湾新文学の発展は畿に突き当たった。いや、突き当たるだけでなく、明らかに自ら裟退の遂
を歩み、ひいては次第に生活を超えたところに遊縦して、自分を埋葬する墓を作ってしまった。
これはなんと心が痛むことであろう。特に台湾新文学を期待している我々にとっては、 jtJi!J:5@せぎ
るを得ないことであるノ
しかし、台湾新文学の後退は偶然に起こったことではない。凡そある段階の闘期的な発展が、
これ以上発展できない築てに突き当たる時に、転向して新しい領域を見つけ新しい発展の到来
を約束することが出来ないのなら、統成の災地で紡復するほかに伺ができょうか? それ故、画
期的な発展が終わりを告げた後に、まだ新境地を開くことのできない台湾新文学が後返するの
はきわめて必然であり、ただJU透すべきところに到達しただけのことに過ぎない。
台湾新文学の発生は、言うまでもなく、中国文学革命の影響のもとで芽生えたものである。中
国文学革命の潔動力は、反封建のイデオロギーと個人権威の主張という近代思潮をおいて他』こ
ない。台湾新文学の発生様態一一基調精神と行動傾向一ーも、例に漏れず、これまでの会ての
文学形式の破棄、儒教の伝統的な教義のミ否定、生活上の関習的な様式の打破などの活動に見られ
るように、反封建のイデオロギーと側人権威の主張を反映している。
封建権威の暴j窪化に対して無策であったためその災いが深刻化し、とうとう収集するカさえ
失ってしまったことで、認識者の脳裳に、懐疑、恐怖が生まれ、そこから多くの僧惑と反抗心が
醸成された。このことにより、近代思溺の新勢力は、封建権力が一旦崩壊した将には、決壊した
堤防の洪水のように主主威をふるって、既成の封建権威の上にっくりよげられた諮構築物に対し
て反逆するところとなる。
だから、批判的というより熱情的な発生様態で、彼嬢伎に箆み建設カに欠ける新文学は、まる
で一種の破壊文学といえよう。しかし、もし破壊が建設の母になるのであれば、その行動に人が
心から承綴出来なくても、若しくは明らかに矛盾する作用があっても、発展途上においては、や
むを得ない一過程だと言える。
しかし、台風が過ぎ、検惑な風雲が消え、舷しい日差しが現れたことは、新興の気象を示唆し
ており、物放しくて悲惨な廃櫨に、回復できるものを回復させ、 E芝生できるものを更生させる。
同じように、合滋新文学の行程は、ちょうど奥穏と緊張の瞬間にある場合、破壊できるものを破
綴し、暴露できるものを暴絡し、今までの我々には理解できなかった釈しい出来事が現れ、我々
の窓識に痛快さな感じさせる。しかし、塁審議と緊張の瞬間の後には、同時に必ず何らかの計画や
建設、創造があり、我々を新生活の領域に導いていく。
発生期からすでに長い道のりを歩んでいながら、今日の台湾新文学ほど行動商の大部分が未
だ発生期に低迷しているというものはない。
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我々は過去の台湾新文学すべての分野で、幾っか卑劣な形相、恐ろしい情景、広がった災難を
とっくに拝見済みだ。封建的イデオロギーを破ってきたという我々の成架については後悔はな
いが、しかしこれで急に内心の怨燥を感じ、何時に生活の全国において混乱を起こし、不安と焦
燥に駆られ、もだえ苦しんでいる。!日時代のイデオロギーは解消したと蓄えるが、新時代のイデ
オロギ…は何であろうか。周知の人食いの13干し教、!日道徳は必ず廃棄しなければならないが、!日
礼教、!日道徳に代わる新干し数、新道徳は何であろうか。しかも、台湾新文学の領域に具体的な教
訓!と指示はあったのだろうか。
我々の興奮と緊張は、封建的な授精の瞬間に対する反抗を経て、すでにこの生活の空虚なとこ
ろにまで及んできている。それ放に、台湾新文学の活動は、これからの新しい生活様式を創造
し、我々の生活内容を充笑させ、我々内心の煩悶を解放する方向に、早く転向すべきだ! 文学
は時代、民衆の一歩先を歩み、新しい世界を見つけ出すことによって社会や個人を変えていくも
のであり、大変尊いものである。では、どうして台湾新文学はこのように発展できず、封建イデ
オロギ…の行動を克服するのに紡復し、知らず知らずのうちに時代や社会の!IlIJきの背後に捨て
られてしまったのだろうか。
if五人報j、f洪水j、f明日J、「現代生活J、「赤道jなどの刊行物が次々と出版され、台湾新文
芸界未曾有の壮観な時代を作り出した。桜花一日の栄のようだが、もしかすると、台湾新文学発
生期の発展する行穏においては最高の水準となり、台湾新文学の画期的な転向期であると印象
づけたかもしれない。しかし、転向を栄たせない台湾新文学は、またこれを分水嶺としている。
ilfi音j、「腕鐙jは明らかに完成期から後退したものである。 il弱音jの後に続くものはどうで
あろうか? i新民報Jにおいては、芸術的な聞はまだあったが、娩秋のような絞3霊感、競条感
が潔うことは否めない。作品のj立は減ったものの繁が上がったのは、むろん完成期に見られる特
色である。しかし一方で、多様で準々しい活動は、結局次第に一つの小さい領域に萎縮し、しか
も人工的、遊戯的になり、文学そのものの情熱を失ってしまう。であるから、台湾文学は衰退を
余儀なくされ、発生期の精神に未だ止まっている作品は、無味乾燥に焔り、台湾民衆を導いたり
台湾民衆の心に留められたりすることはない。他にも、資本主義社会制度の短所を暴露する作品
はあるが、結局前の作品とほぼ同じものに過ぎない。そのほかはどうであろうか? 発生郊の精
神を喪失し、ただ芸術制作欲の寄目的な発散を果たすために、身辺雑記、ひいては欲求的、感傷
的、遊戯的で低潟な文学活動に陥って、その状況を自覚できなくなったのではないだろうか。こ
ういう状態は台湾新文学が自分で自分の墓そ綴ったと言わずして何と言おうか。
我々は、台湾新文学に厳獲に怒倍したい。ぜひ、厳正なる自己反省を適して、低迷している発
生郊の残物を速やかに克服してほしい。第二期の行動に終巡することこそが、新しい画期的な発
展の到来につながる。いわゆる第二期における行動の精神は、建設的、創造的であること、何度
も言うが、これからの新しい生活様式を創造して、我々の生活内容を充実し、我々内心の不安、
煩!泌を解放する呉体的な指示であることにほかならない。
一九三四・三・八(芥舟)
訳・事事 絶受
絞.iE・須田千幸彦
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台湾新文学前途の探求
批評する必要はない
先に大衆に字を覚えさせよ
黄石 j顕
あなたたち、何人は、私に f台湾新文芸界の所感について何か発表してほしいJだって? は
はは、また難しい問題をくれたね 1 どう寄ったらいいのかな。所感を発表するために、無論批
判は避けられないものだ。しかし、私が今日の台湾文芸一新、!日!湾わずーに対しての批判を務め
るのには、すでに「三不症Jになってしまった。三不症というのはなんなのかというと、これは
① 
私が作った新しい単語だと言えるだろうが、すなわち「不能、不敬、不主主」なんだ!
不能、これはおそらく既にたくさんの人に認められたことである。私のように老いぽれて無悶
な年寄りは、落f五者になるに決まっている、他人の詳細なところまでまったく消祭できないから
だ。知らないのに無理矢理に知ったふりをしても、結局みんなの非難の約になるだけだ。人に役
立つことは少しも無く、自分に容を及ぽすことは明らかである・.. 
不能の「自覚jは自然に「不敢jを生み出した。これもさ当然の当然で、言わなくてもよいこと
である。よく自分でこう考えて、自分に開く、が、私はこのi設で三十年余り生きてきた、文学界
に紛れ込んだのも十六、七年だが、このゆから得た教訓は、ほかでもなく、ロをつぐんで、いざ
こざを起さないようにし、「老先IiJの尊称を大人しく享受することである。こんなことを喜ば
ないわけはない! 文惑を一つぐらい減らせば、少しの考える脳力も減らせる。時閣の余裕があ
れば、散歩したり、街路の小石を数えたりしてもかまわない。あるいは歌ったり、rlIlを持いたり
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するのを過して、少しの穆僚をi清らすことができるであろう。「続先生jの訪れを警警戒するのは
なにより大切なことである。無産者は薬代がないので、命こそはf不敢jの最大の理由となるの
である。
では、「不婆」はどういうことなのか。簡新ーに震えば、ただ「無必至~J 三文字:だけでこと足り
る。もともと私の性癖はこうである。私が必要と考えるときはどうしでも必婆だ。必要無いとの
考えだからこそ、要らないのである。しかし、台湾文学界に対し、衆たして批評の必主主がないの
か。他人がどう思うのかは蓄えないが、私にしてみれば、本当に批評の必要がないのだ。
もし、文芸作品が多少でも大衆に影響を与えられるのなら、私はこのように言う奥気はない。
しかし、現在の作品、新しかろうと、古かろうと、内容は良かろうと、災くなかろうと、すべて
は大衆と無縁なものであるーこの事実は、どのような弁解の得怒ーな人でも、否定できないことで
あろう! では、文芸は何故大衆と無縁になったのか。この答えもまた簡単である。それは大衆
が字を読めないからだよ。大衆が字を読めないからには、どのようなすばらしい作品でも、彼ら
は敬遠するしかなくて、少しの，怒蕊も疑ることができない。窓識的に大衆を対象とする、きわめ
@ 
て厳格な f督経作品Jは、作者の f感、痴をこぼして自ら慰める13慰装置」ではないけれども、結
局、一部分の知識階級一特に有閑階級の「茶菓とつまみjにしかならないであろう。それは大衆
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にとって、風馬牛で、影響を及ぼすことはないのだ 1
文芸は有閑階級の娯楽品になった以上、彼らの文芸鍛災は、ただ喫茶応やダンスホールの代わ
りで、娯楽以外に伺の作用があるのか? どこどこのウエートレスはきれいかどうか、親切かど
うか、どこどこの飾りは議機かどうか、清雅かどうかーは我らの批評に値するものだろうか?
ははは!ちょっとまって! 同人の皆さん! 私のこの奮い方は、きっとあなたたちのような
文学者合を侮辱するものだと腐られるだろう。 しかし、それは事突なのでどうにもしょうがない
じゃないか!
もう…つの説がある。;本当に「大衆の中に入る」ことのできるのは、まったくないとは言えな
い寸lI来、確かに多くの歌認が表われ、大衆の中に浸透していた。しかし、日次は音楽に属する
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もので、文学ではない」。これは「深切先生jに教えてもらった名論で、我々は無条件に従う他
ない。だから、文学を論ずるとき、このようなものを文壇から排除すべきだ!
我らは毎日「文芸大衆化」を叫びながらも、大衆そのものから離れてしまった。大衆の中に入
るという言葉はさをく~論となった。これはなんと嘆かわしいことであろう。ただ、嘆きたいなら
i焚いてもいいが、ずっとこのままいくと、台湾文学の進行は、おそらく喜多で終わってしまうだろ
う。大衆は文芸と然縁である以上、文芸の支持者になることはできない。わずかのインテリに
頼って、現状を維持できたことは、もう*運というべきである。進歩なんか望まれるものか。資
本主義社会の通念は flおいて、仮に一つの話をしよう。普通の人より才能を持っていて、しか
も作家を支持することを問機とする出版業社がいたとしても、彼は大衆を持っていない以と、ど
んな才能を持っていても、関庖の運命を避けられないのだ。では作家は? 最後に利自主義の話
だが、敢えて、私はどのような文人であれ、誰でも腸の要求を拒否して、!疫をすかせたまま他に
港公することはできないだろうと信じている。だから、我々の前途は、大墜の支持者を作ること
一群衆の文学趣味を誘導することだ。文学趣味そ誘導するには、識字に工夫をする。大衆の識字
}習を広げれば、効果があると段、う。そうでなければ、我々はいつまでも墜に突き当たる道を歩む
ばかりで、いったい何を批評できると言うのか?
(注) ①「不敬」…努気がない事
②「緩先生J.・プロレタリア文学の怒味か?
@i普羅作品j…プロレタリア文学
④ f深切先生」…張深切(人名)
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